
(57)【要約】

【課題】エプロンの裏側に風呂釜が設置されている場合

でも、高温部に注意する必要がない浴槽エプロン構造を

提供する。

【解決手段】浴槽エプロン２に作業口２ａを設け、この

作業口２ａには着脱可能な作業口蓋６が取り付けられて

なる浴槽エプロンにおいて、作業口２ａには、作業口蓋

６を取り外した状態でも作業口２ａの一部を覆い風呂釜

の排気筒３ａをカバーできるカバー部４が設けられてい

る。

【選択図】図４

JP 2007-289292 A 2007.11.8



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ プ ロ ン に 作 業 口 を 設 け 、 該 作 業 口 に は 着 脱 可 能 な 作 業 口 蓋 が 取 り 付 け ら れ て な る 浴 槽
エ プ ロ ン に お い て 、
　 前 記 作 業 口 に は 、 前 記 作 業 口 蓋 を 取 り 外 し た 状 態 で も 該 作 業 口 の 一 部 を 覆 う こ と の で き
る カ バ ー 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 浴 槽 エ プ ロ ン 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 カ バ ー 部 の 前 面 に は 、 前 記 作 業 口 蓋 を 前 記 作 業 口 に 取 り 付 け る た め の 金 具 が 設 け ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 浴 槽 エ プ ロ ン 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 浴 槽 の エ プ ロ ン の 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る よ う に 、 浴 槽 の 洗 い 場 側 に 立 設 さ れ る エ プ ロ ン に 作
業 口 を 設 け 、 こ の 作 業 口 と 同 じ 大 き さ の 作 業 口 蓋 を 、 作 業 口 に 着 脱 可 能 に 覆 設 し た 構 造 が
存 在 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ６ ９ ７ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 浴 槽 エ プ ロ ン に 作 業 口 を 設 け る 場 合 、 点 検 作 業 が 容 易 な よ う に 、 作 業 口 は で き る 限 り 大
き い 方 が 好 ま し い が 、 浴 槽 エ プ ロ ン の 裏 側 に 風 呂 釜 を 設 置 す る よ う な 場 合 に は 、 風 呂 釜 の
排 気 筒 が 作 業 口 蓋 を 開 け た 時 に 露 出 し て 、 こ の 風 呂 釜 の 排 気 筒 が 高 温 で あ る た め 、 相 当 注
意 し な け れ ば な ら な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 の 問 題 点 に 鑑 み 案 出 し た も の で あ っ て 、 作 業 口 を 大 き く 形 成 す る こ と
が で き 、 ま た エ プ ロ ン の 裏 側 に 風 呂 釜 が 設 置 さ れ て い る 場 合 で も 、 高 温 部 に 注 意 す る 必 要
が な い 浴 槽 エ プ ロ ン 構 造 を 提 供 す る も の で あ り 、 そ の 請 求 項 １ は 、 エ プ ロ ン に 作 業 口 を 設
け 、 該 作 業 口 に は 着 脱 可 能 な 作 業 口 蓋 が 取 り 付 け ら れ て な る 浴 槽 エ プ ロ ン に お い て 、 前 記
作 業 口 に は 、 前 記 作 業 口 蓋 を 取 り 外 し た 状 態 で も 該 作 業 口 の 一 部 を 覆 う こ と の で き る カ バ
ー 部 が 設 け ら れ て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ は 、 前 記 カ バ ー 部 の 前 面 に は 、 前 記 作 業 口 蓋 を 前 記 作 業 口 に 取 り 付 け る
た め の 金 具 が 設 け ら れ て い る こ と で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 エ プ ロ ン に 作 業 口 を 設 け 、 該 作 業 口 に は 着 脱 可 能 な 作 業 口 蓋 が 取 り 付 け ら れ
て な る 浴 槽 エ プ ロ ン に お い て 、 前 記 作 業 口 に は 、 前 記 作 業 口 蓋 を 取 り 外 し た 状 態 で も 該 作
業 口 の 一 部 を 覆 う こ と の で き る カ バ ー 部 が 設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 風 呂 釜 が エ プ ロ ン
の 裏 側 に 設 け ら れ て い る 場 合 で も 、 風 呂 釜 の 排 気 筒 が カ バ ー 部 で カ バ ー さ れ る た め 、 作 業
口 蓋 を 取 り 外 し て 作 業 口 を 開 け た 時 に も 、 排 気 筒 等 の 高 温 部 に 触 れ る 可 能 性 が 少 な く な る
。 ま た 、 排 気 筒 等 の 高 温 部 が エ プ ロ ン の 裏 側 に 配 置 さ れ な い 場 合 に は 、 カ バ ー 部 を 切 り 欠
く こ と で 作 業 口 を よ り 大 き く と る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 前 記 カ バ ー 部 の 前 面 に は 、 前 記 作 業 口 蓋 を 前 記 作 業 口 に 取 り 付 け る た め の 金 具 が
設 け ら れ て い る こ と に よ り 、 カ バ ー 部 に 設 け ら れ た 金 具 に 対 し 作 業 口 蓋 を 良 好 に 着 脱 可 能
に 取 り 付 け る こ と が で き る も の と な る 。
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【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 浴 槽 の 側 面 構 成 図 で あ り 、 ま た 図 ２ は 、 平 面 構 成 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ は 、 右
側 の 作 業 口 蓋 ６ を 取 り 外 し た 状 態 の 浴 槽 の 正 面 構 成 図 で あ り 、 図 ４ は 、 図 ３ の 要 部 拡 大 構
成 図 で あ る 。
　 浴 槽 １ の 浴 槽 壁 １ ａ の 上 端 に は フ ラ ン ジ 部 １ ｂ が 一 体 形 成 さ れ 、 こ の フ ラ ン ジ 部 １ ｂ に
、 洗 い 場 側 に お い て エ プ ロ ン ２ が 垂 設 さ れ て 取 り 付 け ら れ て お り 、 こ の エ プ ロ ン ２ と 浴 槽
壁 １ ａ 間 の 空 間 内 に 風 呂 釜 装 置 ３ が 配 置 さ れ 、 風 呂 釜 装 置 ３ の 配 管 接 続 作 業 や 点 検 の た め
に エ プ ロ ン ２ の 左 右 端 側 に は 作 業 口 ２ ａ ， ２ ａ が 形 成 さ れ て 、 作 業 口 ２ ａ に は 着 脱 可 能 に
作 業 口 蓋 ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 風 呂 釜 装 置 ３ に は 、 上 方 側 か ら 排 気 筒 ３ ａ ， 給 気 筒 ３ ｂ ， 出 湯 管 接 続 部 ３ ｃ ， 給
水 管 接 続 部 ３ ｄ ， ガ ス 管 接 続 部 ３ ｅ ， 追 い 焚 き 循 環 配 管 接 続 部 ３ ｆ ， ３ ｆ が 側 方 に 突 出 さ
れ て お り 、 排 気 筒 ３ ａ お よ び 給 気 筒 ３ ｂ は 、 浴 槽 １ の 側 面 に 水 平 に 回 さ れ て 配 管 さ れ て お
り 、 排 気 筒 ３ ａ は 風 呂 釜 装 置 ３ が 運 転 さ れ る こ と に よ り 高 温 と な る も の で あ る が 、 こ の 排
気 筒 ３ ａ の 前 面 を 覆 う よ う に エ プ ロ ン ２ か ら 一 体 状 に 作 業 口 ２ ａ 内 に 突 出 し て カ バ ー 部 ４
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 こ の カ バ ー 部 ４ は 、 作 業 口 ２ ａ 内 の 上 端 側 に 配 置 さ れ た も の で あ り 、 作 業 口 ２ ａ
は エ プ ロ ン ２ の 下 端 に 至 る 広 い 開 口 面 積 に 形 成 さ れ て お り 、 作 業 が 容 易 に 行 え る よ う に 構
成 さ れ て い る 。
　 こ の 作 業 口 ２ ａ に は 着 脱 可 能 に 作 業 口 蓋 ６ が 取 り 付 け ら れ る も の で あ り 、 作 業 口 蓋 ６ の
表 側 に 指 を 入 れ て 引 っ 掛 け る こ と の で き る 手 掛 け 部 ６ ａ が 凹 み 状 に 形 成 さ れ て お り 、 作 業
口 蓋 ６ の 裏 側 の 上 部 に は 上 掛 止 金 具 ７ が 、 ま た 裏 側 の 下 端 に は 下 掛 止 金 具 ８ が 取 り 付 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 エ プ ロ ン ２ 側 か ら 作 業 口 ２ ａ 内 に 突 出 し て ダ ボ ９ が 設 け ら れ
て お り 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 こ の ダ ボ ９ に 作 業 口 蓋 ６ の 裏 側 の 下 掛 止 金 具 ８ を 上 方 よ り 差
し 込 ん で 係 合 さ せ 、 そ の 状 態 で 作 業 口 蓋 ６ の 上 部 部 位 を 浴 槽 壁 １ ａ 側 に 押 す こ と で 、 作 業
口 蓋 ６ の 上 掛 止 金 具 ７ が カ バ ー 部 ４ に 取 り 付 け ら れ て い る 金 具 ５ に 掛 止 さ れ て 、 作 業 口 蓋
６ が 作 業 口 ２ ａ に 取 り 付 け ら れ る も の で あ り 、 作 業 口 蓋 ６ の 取 付 状 態 は 図 ７ に 示 す 。
　 作 業 口 蓋 ６ を 取 り 外 す 際 に は 、 手 掛 け 部 ６ ａ に 指 を 入 れ て 上 方 に 押 し 上 げ る こ と に よ り
、 良 好 に 作 業 口 蓋 ６ を 容 易 に 取 り 外 す こ と が で き る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 図 ５ の 作 業 口 蓋 ６ を 取 り 外 し た 状 態 の エ プ ロ ン ２ の 正 面 構 成 図 で 示 す よ う に 、 カ
バ ー 部 ４ の 前 面 の 金 具 ５ の 下 方 側 に 高 温 注 意 ラ ベ ル ４ ａ を 貼 っ て お け ば 、 よ り 排 気 筒 等 の
高 温 部 に 触 れ る 可 能 性 が 少 な く な る も の で あ る 。 例 え ば 、 高 温 注 意 ラ ベ ル ４ ａ に は 、 「 こ
の 裏 に は 高 温 の 配 管 が あ り ま す 。 ご 使 用 後 １ 時 間 は 奥 に は 手 を 入 れ な い で 下 さ い 。 」 等 の
説 明 書 き を 設 け て お け ば 良 い 。 従 っ て 、 作 業 口 蓋 ６ を 取 り 外 し た 時 に も 、 こ の よ う な 高 温
注 意 ラ ベ ル ４ ａ が 目 に 付 き 、 注 意 す る こ と が で き る も の と な り 、 ま た 、 カ バ ー 部 ４ に よ り
排 気 筒 ３ ａ の 前 面 は 覆 蓋 さ れ て い る た め 、 手 が 排 気 筒 ３ ａ に 触 れ る こ と が 防 が れ 、 作 業 等
を 安 全 に 行 う こ と が で き る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 本 例 で は 、 作 業 口 ２ ａ は エ プ ロ ン ２ の 左 右 両 側 に 開 口 さ れ て い る が 、 一 方 側 に 開
口 さ れ た も の で あ っ て も 良 く 、 ま た 作 業 口 ２ ａ は 、 エ プ ロ ン ２ の 中 央 部 等 の 他 の 箇 所 に 開
口 さ れ た も の で あ っ て も 良 い 。
　 な お 、 作 業 口 ２ ａ が エ プ ロ ン ２ の 右 端 ま た は 左 端 側 に 開 口 さ れ て い る よ う な 場 合 に は 、
現 場 に お い て は 、 壁 面 等 か ら ガ ス コ ッ ク 等 の 突 出 物 が 作 業 口 ２ ａ 側 に 突 出 し て い る 場 合 が
あ り 、 そ の よ う な 場 合 、 現 場 で 作 業 口 蓋 ６ を 適 宜 切 り 欠 い て 、 ガ ス コ ッ ク 等 の 突 出 部 と の
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干 渉 を 避 け る こ と が で き 、 エ プ ロ ン ２ そ の も の を 切 り 欠 く 必 要 が な く 、 現 場 で の 設 置 作 業
等 を 容 易 に 行 え る も の と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 図 ６ お よ び 図 ７ に お い て 、 図 中 １ ０ は 、 浴 槽 １ 側 か ら エ プ ロ ン ２ 側 へ 延 び る 支 持
金 具 で あ り 、 こ の 支 持 金 具 １ ０ に エ プ ロ ン ２ の 裏 側 下 端 に 設 け ら れ た エ プ ロ ン 金 具 １ １ を
掛 止 し て 、 エ プ ロ ン ２ が 取 り 付 け ら れ る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 浴 槽 と エ プ ロ ン の 間 に 風 呂 釜 装 置 が 配 置 さ れ て い る 浴 槽 の 側 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 平 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 作 業 口 蓋 を 取 り 外 し た 状 態 の エ プ ロ ン の 正 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 要 部 拡 大 正 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 カ バ ー 部 の 前 面 に 高 温 注 意 ラ ベ ル を 貼 着 し た 場 合 の エ プ ロ ン の 正 面 構 成 図 で あ る
。
【 図 ６ 】 作 業 口 蓋 を 取 り 付 け る 前 の 分 解 側 面 構 成 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 作 業 口 に 作 業 口 蓋 を 取 り 付 け た 状 態 の 側 面 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ 　 浴 槽
　 １ ａ 　 浴 槽 壁
　 １ ｂ 　 フ ラ ン ジ 部
　 ２ 　 エ プ ロ ン
　 ２ ａ 　 作 業 口
　 ３ 　 風 呂 釜 装 置
　 ３ ａ 　 排 気 筒
　 ３ ｂ 　 給 気 筒
　 ３ ｃ 　 出 湯 管 接 続 部
　 ３ ｄ 　 給 水 管 接 続 部
　 ４ 　 カ バ ー 部
　 ５ 　 金 具
　 ６ 　 作 業 口 蓋
　 ６ ａ 　 手 掛 け 部
　 ７ 　 上 掛 止 金 具
　 ８ 　 下 掛 止 金 具
　 ９ 　 ダ ボ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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